
10月１５日から京都の地に入り、京大同学会の仲

間と共に１０・２１国際反戦デーに向かって闘いを

開始しています。

１０月３日から開講した京大キャンパスを中心に

京都全体に国際反戦デーの闘いを宣伝していますが、

日々闘う中で１０・３京大集会で切り開いたものの

大きさを実感します。

日曜日に京都・円山公園で行われた辺野古新基地

建設反対など沖縄の基地問題を扱う集会で処分撤回

署名を集めました。

前にも沖縄問題を扱う集会に参加しましたが、と

てもいい反応で続々と討論が生まれました。何より

も、以前に基地問題を扱う集会で出会い署名用紙を

持ち帰った女性が、「がんばらなきゃダメよ！」と

向こうからきました。女性は、同学会のホームペー

ジやツイッターを全て見ており、１０・３集会での

当局の集会禁止や看板破壊の蛮行、それを打ち破っ

て１０・３集会が打ち抜かれたことも知っており

「周りの人に拡散しておいたから！ 重要な闘いだ

から絶対に負けちゃだめよ！」と檄を送ってくれま

した！ １０・３集会の高揚は京都の町全体に波及

し、階級の闘いそのものになっています！

そして、１０・３京大集会の成功以後、京大当局

は学内で一切の弾圧をできなくなっています！ 無

期停学処分を受けた４学生が先頭に立ってクラス討

論や学内展開を行い、様々な討論が生まれ、結合し

ていっています。京大当局は、遠巻きに監視するこ

とすらできません。

クラス討論では、処分撤回の訴えと韓国のゼネス

ト情勢、朝鮮侵略戦争の情勢を一体で訴えることが
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【10月21日(金)京都行動 要項】
●京都大学キャンパス集会＆デモ

11：50～ 京都大学時計台前にて 集会後、デモ

●京都市内デモ 18：30 三条大橋下集合
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京大キャンパスで訴える沖大・赤嶺君



ビシビシ学生に響いています。

クラス討論に入った瞬間に「出ていけ！」と言う

教授と激突しながらクラス討論を行いましたが、韓

国・イファ女子大での７千人学内占拠の闘いの写真

を載せたボードを見せながら懸命に処分撤回とスト

ライキの復権を訴えると学生は真剣に聞いてくれま

した。

そして、クラス討論では４学生の処分撤回に決議

を上げるために同じクラスに継続的に入っていって

ます。今週から２回目に回るクラスも出てきていま

すが、そこで学生がアンケートに協力的に応じてく

れ、学生から続々と意見が出てきています。

あるクラスでは、アンケートのためにアンケート

用紙を配っていると「自分も配りましょうか？」と

周りの人に用紙を配る学生も現れました。アンケー

ト用紙を渡すとすぐさま書いてくれる学生や授業時

間に食い込んでも真剣に考えアンケートを書いてく

れる学生もいます。

こうした中で処分に怒り、第二波反戦ストライキ

について「当然すべき」と意見を寄せてくれる学生

もいます。そして、ストライキは「授業妨害だ」と

いう学生の意見も出ています。重要なことは、こう

した意見が当局の分断政策を打ち破ってクラス討論

で学生と呼吸する中で出てきていることです！ こ

うした意見の一つ一つに真剣に向き合う中で処分撤

回の闘いも広く、深くなっていくと思います。

クラス討論は、悪い教授だけではありません。む

しろ、好意的な教授がほとんどです。僕が沖縄から

来たと訴えると演説が終わった後に「いつから来て

るの？」と質問してくれる教授がおり、授業に食い

込んでも「どういう思いで来てるのか？」などクラ

ス全体を巻き込んで話してくれました。

はっきりしているのは、１０・３集会で学生や教

授含めて京大全体が高揚しており、分断政策が破産

し、追い詰められているのは京大・山極体制だとい

うことです。

今日の昼休み展開中にもう処分撤回の署名をした

という１年生が１０・２１国際反戦デーのことを知

り、参加することなりました！

闘う京大生と連帯し、10・21までのぼりつめてい

こうと思います。

国境をこえた団結で朝鮮侵略戦争と労働法制改悪阻止へ!

11月６日(日) 正午 東京･日比谷野外音楽堂

11月13日(日) ソウル
＜呼びかけ＞全国民主労働組合総連盟ソウル地域本部(民主労総ソウル地本)／国鉄千葉動力車労働組合(動労千葉)

／全日本建設運輸連帯労働組合関西地区生コン支部(関生支部)／全国金属機械労働組合港合同(港合同)

続々集まる京大処分撤回署名


